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１．概要（Summary ） 

近年、プリンテッドエレクトロニクス分野において、

金属ナノ粒子を用いた微細配線パターン形成技術の

開発が進んでいる。ゼータ電位・粒度測定システムを

使用し、ナノレベルでの粒度分布を測定することで、

上記目的に用いることが可能な金属系ナノ粒子分散

液の物性条件の探索を行う。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した装置 

 ゼータ電位・粒度測定システム 

・実験方法 

ゼータ電位・粒度測定システムを用い、各種条件で

合成・調製を行ったナノ粒子分散液の粒度分布を測定

した。分散液中のナノ粒子濃度を変化させ測定可能な

濃度条件の探索を行った。その後、粒子径が異なる数

種類のサンプルを測定し、電子顕微鏡観察から得られ

る粒径との比較を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

粒子径が異なる３種類のサンプルについて、ゼータ

電位・粒度測定システムで測定を行った。３種類のサ

ンプルについて以下に示す。なお、記載した粒子径は、

電子顕微鏡観察から算出した平均粒径である。 

Sample-1   60 nm 

Sample-2  100 nm 

Sample-3   10 nm 

 ゼータ電位・粒度測定システムでの測定結果を Fig. 

1 に示す。(a)は sample-1、(b)は sample-2、(c)は

sample-3 である。測定された粒子径は sample-1 が

64.1 nm、sample-2が 83.8 nmと、電子顕微鏡観察

から算出した平均粒径と近い値をとった。Sample-3

については、測定値が 124.0 nmと大きくずれる結果

となった。このことから、今回測定をおこなったサン

プルにおいては、粒子径が小さいものは測定が困難で

あるといえる。 

 測定を行う際の分散液の濃度によって、測定結果が

異なることが確認されたため、測定時の分散液濃度の

最適化が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、測定に最適な濃度条件の探索を行い、金属ナ

ノ粒子分散液の粒度分布測定法としての可能性をさ

らに探索していく。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本利用にあたり、ご指導を頂いた、京都大学ナノテ

クノロジーハブ拠点高度専門技術職員、井上良幸様に

感謝申し上げます。 
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Fig. 1 Result of measurement of nanoparticle,  

(a) sample-1, (b) sample-2, (c) sample-3.   
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